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　貧しく寂しく苦しき中にも志をまげず、28年の生涯を終
えた井口唯志の碑。彼が感性豊かな少年期を過ごしたこの
地に立つ。
　大正から昭和にかけて執筆発表した「幻の十字架」「白
蛾」等の小説・随筆はたぐい稀にみる才能に溢れ、その文
蹟は今も生き続けている。　　　  　　（浅井町大日比野）
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　日本のほぼ中央、愛知県北西部に位置する一宮市。「尾
州」と呼ばれたこの土地を優雅に流れる木曽川は、肥沃な土
地を生み出した。人々は自然の恵みを活かして綿花や桑を栽
培し、それらを木綿や絹織物といった形にしてきた。
　江戸中期に真清田神社の門前で始まった三八市に代表さ
れる「市」での織物の売買や行商を通じて、尾州には多くの
情報が集まった。その情報をもとに磨かれた確かな技術によ
り、一宮は縞木綿の一大産地として名を馳せた。
　近代にはいち早く工業化に成功。豊富で良質な木曽川の
水を利用し、毛織物工業は繁栄していく。糸が交わり、美しい
布地が織られるように、水と人、人と人の交流が尾州織物を大
きく発展させたのである。
　尾州産地では、糸から生地になるまでの全ての工程を完結
できることから、その連携の妙が織りなす多彩な表現力と高い
品質が国内のみならず海外でも幅広く評価され、イギリスのハ
ダースフィールド、イタリアのビエラと並び、世界三大毛織物産地
と称されている。

尾州織物
Bishu Textile

　一宮の街で500店を数える喫茶店。朝の時間帯を中心にドリ
ンク代のみでトーストや卵料理、サラダなどが付く「モーニングサー
ビス」発祥の地として有名だ。
　尾州織物の隆盛によりもたらされた「ガチャマン景気」（織機を
ガチャンと動かせば万の金が儲かる）に沸いた昭和30年代前
半、繊維業者の打合せは織機の大きな音が鳴る工場を避けて
静かな喫茶店で行われた。そこで人の良いマスターが、朝のサー
ビスとして当時では貴重なゆで卵とピーナツを無料でコーヒーに
付けたのが、一宮市のモーニングサービスの始まりである。
　サービスは瞬く間に市内に広まり、半世紀以上たった今では
定番のトーストやゆで卵だけでなく、店によっては味噌汁や茶わ
ん蒸し、そば、お好み焼き、カレーなど趣向を凝らしたメニューが考
案され、多くの人 を々楽しませている。
　「一宮モーニング」として愛され続けるこのサービスは、おもてな
しの心にあふれる一宮の人 を々象徴するひとつの「文化」として
も広く知られている。

一宮モーニング
Ichinomiya Morning

Ichimin

　「いちみん」は、清らかな水の流れと清々しい風が行き交う地域でよく見か
ける、幸せを運ぶ妖精です。人と触れ合うことが大好きなので、あちこち旅を
して、多くの人と出会うことを楽しみにしています。どこかで見かけたら、声を
かけてみてください。

一宮市マスコットキャラクター いちみん
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　平成 7 年（1995）4月に開園の大芝生広場を配した園内には、バラ大
花壇「ローズストリーム」、大きな屋根やクライミングウォールがある「つどいの広
場」等、いろいろな施設が設けられている。園内には様々な花木が栽植され
ており、四季折々の花にちなんだイベント「さくら祭り」、「スプリングフェスタ」、

「サマーフェスタ」、「オータムフェスタ」等が盛大に行われ、多くの人で賑わう。
また、木曽川の美しい流れをイメージし
た大小 2 本の双曲線アーチがそびえ
立つ、高さ138メートルの展望塔「ツイ
ンアーチ 138」では、高さ100メートル
の展望室から、広大な濃尾平野、雄
大な木曽川の流れや日本アルプスの
峰 を々一望することができる。
　　　　　　　　　　　 （光明寺）

　138タワーパーク内にあるバラ園「ローズストリーム」は、9品種約4,000
株のバラが5月下旬と11月の2回、見事な花を咲かせる。 

　“遠い日の萬葉のふるさとをしのんで散策してみませ
んか” 古くから萩原の地名があるこの地は萩の名所とし
て万葉集に数多く歌われていると伝えられ、これにちな
んで昭和32年（1957）に歌碑が建立され、萬葉公園と
名づけられた。また、新しい元号「令和」を記念し、令和２
年２月に歌板が建立された。（萩原町戸苅･築込･高松）

138 Tower Park

長嶋山
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